
　
夜
中
の
一
時
過
ぎ
。
ま
く
ら
元
の

電
話
が
鳴
っ
た
。
「
子
供
の
た
め

に
、
土
下
座
し
て
も
家
族
の
も
と
に

帰
り
た
い
ん
で
す
、
セ
ン
セ
イ
」

　
子
育
て
を
巡
っ
て
の
姑
（
し
ゆ
う

と
め
）
と
の
い
さ
か
い
で
、
家
出
し

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
花
嫁
か
ら
だ
っ

た
。
昨
年
春
、
山
形
大
病
院
内
に

『
異
文
化
外
来
』
を
設
置
、
花
嫁
ら
を

精
神
面
で
ケ
ア
し
て
き
た
。
学
生
時

代
、
バ
ッ
グ
ー
つ
で
ア
ジ
ア
を
放
浪

し
た
経
験
を
生
か
し
て
い
る
。
年
末

か
ら
週
一
回
、
日
本
語
教
室
を
受
け

持
っ
て
か
ら
は
、
悩
み
を
訴
え
る
電

話
相
談
で
熟
睡
出
来
た
夜
が
な
い
。

　
嫁
否
応
東
北
の
農
村
が
、
ア
ジ

ア
の
女
性
を
迎
え
始
め
て
八
年
。
村

挙
げ
て
の
行
政
一
｛
一
導
と
、
民
間
の
ブ

ロ
ー
カ
ー
に
よ
る
仲
介
で
、
そ
の
数

は
山
形
県
内
だ
け
で
も
フ
ィ
リ
ピ

農村のア
から受け

ひと
彦さん
″
紀

？
田

２
祭

ン
、
韓
国
、
中
国
な
ど
か
ら
約
二
百

五
十
人
に
も
な
っ
た
。

上
が
、
こ
こ
に
来
て
花
嫁
を
金
で
買

う
感
覚
に
対
す
る
批
判
に
加
え
』
、
言

語
、
生
活
習
慣
、
宗
教
な
ど
の
違
い

か
ら
問
題
が
一
気
に
噴
き
出
し
て
い

る
。
特
に
十
二
月
か
ら
二
月
ま
で
の

厳
冬
期
を
、
関
係
者
の
間
で
は
「
庸

の
三
ヵ
月
」
と
呼
ぶ
。

　
　
「
問
題
は
相
手
の
文
化
や
性
格
、

生
き
方
に
関
心
を
持
だ
な
い
夫
た
ち

に
あ
る
。
・
拒
否
す
る
だ
け
で
、
受
け

入
れ
な
い
ん
で
す
」

　
三
月
｝
日
、
。
東
京
。
・
日
本
青
年
館

で
行
わ
れ
る

｀「
結
挙
と
農
村
の
再
発

見
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
花
嫁
の
悩

み
、
皿
胴
べ
医
療
に
つ
い
て
話
す
。

　
ア
ジ
ア
人
花
嫁
問
題
だ
け
で
な

く
、
行
動
の
幅
は
広
い
。
数
年
来
、

タ
イ
の
難
民
牛
ャ
ン
プ
ヘ
通
っ
た

り
、
湾
岸
戦
争
直
後
の
イ
ラ
ク
に
も

飛
ん
だ
。
二
月
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

肪
問
・
鯨
罠
の
帰
還
問
題
で
「
慎
重

さ
を
」
と
国
連
当
局
に
提
言
し
た
。

非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
代
表

や
、
地
元
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ー
ス
・
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
も
こ
な
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
逸
也
）
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